
 

第５７回関東甲信越地区中学校技術・家庭科研究大会 

《第３分科会 エネルギー変換 西箕輪中学校会場》 

技術・家庭科学習指導案 

長野県研究テーマ  

共に拓く技術・家庭科の学習 

第３分科会研究テーマ 

センサを使った回路構成を通して， 

よりよい生活や持続可能な社会を構築する資質・能力を育む 

「エネルギー変換の技術」の学習 

 

 

 

 

 

 

助言者  長野県飯田市立遠山中学校 有賀 大 先生 

題材名  「社会や生活を豊かにするエネルギー変換の工夫を見つけよう」 

期 日  平成３０年１０月２６日（金） 

授業会場 伊那市立西箕輪中学校（多目的教室） 

授業学級 ２年東組（男子１６名 女子１１名 計２７名） 

授業者  田中 達也 教諭 

 

 



修正学習指導案 

４ 学習指導の実際（要録 P62，63 と差し替え） 

(1) 題材名 「社会や生活を豊かにするエネルギー変換の工夫を見つけよう」（全８時間） 

 

(2) 題材の目標  

生活や技術への 

関心・意欲・態度 

生活を工夫し 

創造する能力 

生活の技能 生活や技術についての 

知識・理解 

生活の中のエネルギー変換

の技術に注目し，主体的に

理解し，技能を身に付けよ

うとしている。 

既存の製品にされている工夫を読み

取ることができる。 

回路図で示したり，

実態配線をしたりす

ることができる。 

身の回りの電気機器の回路

や各電子部品等の働きや発

電の仕組み等を理解してい

る。 

 

(3) 学習の展開 

学習問題 学習活動 指導・評価（◎） 時間 

エネルギーが変

換される仕組み

や問題点を考え

よう。 

・ ヘロンの蒸気機関の動画を見て，エネルギーが変換

されていくことを考える。 

・ 身近な機器が動作しているときに熱を持っているこ

とからエネルギーの損失を考える。 

◎エネルギーが変換されながら

伝達していくことや熱として

損失することがわかる。 

 知・理  

1 

電気が私たちの

手元に届くまで

にどんな工夫が

されているのか

な？ 

・ 身近なエネルギー資源である電気はどのように作ら

れているのかを考える。 

・ 手回し発電機を使って，多くの負荷を動かしてみた

り，発電シミュレーションアプリを使い，発電量の

コントロールを考えたりする。 

◎各種発電の仕組みやメリッ

トやデメリットがわかる。 

 工・創  

2 

もし，私たちの

生活の中から電

気がなくなった

らどうなるのだ

ろうか。 

・ 映画「サバイバルファミリー」を見て，生活の中で

電気がどのように影響しているかを考える。 

◎エネルギー変換の技術の見

方・考え方に気づくことが

できる。工・創  

1 

身近な製品の工

夫を見つけよう 

・ ライトを分解し，仕組みや使いやすさを考え，電

源，負荷，スイッチ，導線の基本回路を確認する。 

・ 既習内容の確認 負荷の直列と並列 

・ 「バスの降車ブザー」と「ポットの安全装置」の仕

組みを考える。 

・ 校舎のトイレがセンサーライトになったことからセ

ンサを使った回路の特徴を考える。 

・ 場所や条件にあったセンサやスイッチの組み合わせ

を考える。 

◎身の回りの電気機器の仕組

みがわかる。知・理  

◎身の回りの電気機器の仕組

みを回路図で表したり，実

態配線したりすることがで

きる。技能  

◎エネルギー変換の見方・考

え方を働かせて，身の回り

の電気機器にされている工

夫を読み取ることができる

。工・創  

◎生活の中のエネルギー変換の

技術に注目し，主体的に理解

し，技能を身に付けようとし

ている。関・意・態 

4 

(4) 本時の学習指導案 

① 本時の位置 

【前時】人感センサや明るさセンサの特徴を調べる。 

【次時】自分の生活の中の課題を考える。 

② 主眼 

センサを使ったライトの便利さや課題に気付いた生徒たちが，場面にあったセンサやスイッチの組み合わ

せ方について，回路実験をしたり話し合ったりした結果を情報交換することを通して，それぞれの回路の特

徴を知り，使う場所や使い方に応じて回路が変わることがわかる。 



③ 展開 

段階 学習活動 予想される生徒の反応 指導・評価（◎） 時間 備考 

課

題

把

握 

 

 

１ 学校の中

でセンサが

使われてい

る場所と使

用の仕方を

考える。 

 

 

・トイレと渡り廊下にあるなぁ。 

・トイレは人が来ると点くなぁ。 

・明るいときは点かないようになってい

るぞ。 

・長期休みの時には，完全にオフにして待

機電力がかからないようにしているん

だな。 

・渡り廊下のライトは、昼間は点かないけ

ど，夜は点くんだな。 

・夕方，作業をするときとか自分でつけた

いときにつけておくことができるみた

いだ。 

・スイッチも組み合わせるといいのかな。 

 

 

 

 

 

・前時の学習内容を振り返り，明るさセ

ンサや人感センサのみの回路の使いに

くい部分，待機電力について確認す

る。 

・校内のセンサーライトが使われている

場所を想起させる。 

 

 

 

 

・センサやスイッチを組み合わせること

に着目したところで，学習課題を設定

する。 

7 学習カード 

 

追

究

・ 

実

践 

２ 回路実験を

しながら，

A，Bの場面を

便利にする回

路を考える。 

 

 

あ 

あ 

あ 

あ 

 

 

 

 

あ 

あ 

あ 

あ 

あ 

あ 

３ 元のグルー

プに戻り，分

かったことを

同じグループ

の仲間に説明

する。 

 

 
 

 

・ 人感センサと明るさセンサを組み合わ

せれば，暗くて人が来たら点くライトに

なるよね。 

・ スイッチを入れてもいいのかな。 

・ 直列にスイッチを加えるとできそうだ

な。 

 

 

 

 

 

・ 人感センサと明るさセンサだけではで

きないかな。 

・ 自由に点けられるように，スイッチを入

れたら良さそうだな。 

・ スイッチと明るさセンサを並列につな

ぐといいのかな。 

・ センサ２つを直列につなげたところに，

スイッチを直列に入れたり，並列に入れ

たりするだけで，はたらき方が変わるん

だな。 

・ 渡り廊下のセンサーライトにも主電源

つけられるんじゃないかな。 

・グループの中でAとBについて 

調べる人に分かれ席を交代させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・交代したメンバーに，元のグループに

戻って，他のグループからの情報を説

明するように促す。 

・他のグループからの情報を基に，再

度，回路の追究をするようにする。 

 

 

◎使う場所や使い方に応じて回路
が変わることがわかる。 

→一緒に回路を組み，どのような場所でどの

ように使われているのか考える。 

20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あ 

あ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

ホワイト

ボード 

ライラックス

イッチ 

実験道具 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整

理

・

発

展 

４ 本時の授業

を振り返り分

かったことを

整理する。 

 

５ 次の授業へ

の見通しを持

つ。 

・ センサやスイッチを直列につないだり，

並列につないだりすることでライトの

点灯の仕方が変わることが分かった。 

・ 使う場所や使い方によってつなぎ方が

違うことが分かった。 

・ 自分の部屋で使うものにしようかな。 

・ 夜トイレに行くときに，妹が困らないよ

うなライトにしようかな。 

・ スイッチが暗くて見えないときに使え

るものにしたいな。 

・わかったことを学習カードにまとめる

ように促す。 

あ 

あ 

あ 

・自分のライトを作るにあたって，自分

の生活の中で課題となることは何か考

えるように促す。 

 

7 

 

 

 

 

 

3 

 

 

  

A 待機電力がかからないように
長期休暇中は主電源を切ることが
できるトイレのセンサーライト 

B 作業時は，それほど暗くなく
ても手動で点灯させることがで
きる渡り廊下のセンサーライト 

交代する 

学習問題：もっと便利になるセンサやスイッチの組み合わせを考えよう 

 

Aの 

グループ 

Bの 

グループ 

学習課題：それぞれの場所にあった点灯の仕方になるようにセンサやスイッチのつなぎ方を考えよう 



         2 年  組  番 氏名               

～もっと便利になるセンサやスイッチの組み合わせを考えよう～ 

A 待機電力がかからないように、長期

休暇中は主電源を切ることができるト

イレのセンサーライト 

回路図 

 

 

 

 

 

 

 

 

友達にわかるように説明を考えよう 

 

 

 

B 作業時は、それほど暗くなくても手

動で点灯させることができる渡り廊下

のセンサーライト 

回路図 

 

 

 

 

 

 

 

 

友達にわかるように説明を考えよう 

 

 

わかったこと 

 

 

 

 

 

 



平成30年度　技術・家庭科（技術分野）3年間指導計画　　（西箕輪中学校）
1年

時数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

内容

指

導

項

目

A(1)
ｱ・ｲ

B(1)
ｱ・ｲ

C(1)
ｱ・ｲ

D(1)
ｱ・ｲ

A(1)
ｱ・ｲ

A(1)
ｱ・ｲ

A(2)ｲ
A(1)ｲ

A(2)ｲ
A(1)ｲ

A(2)
ｱ・イ

A(2)
ｱ・イ

A(2)
ｱ・イ

A(2)
ｱ・イ

A(2)
ｱ・イ

B(1)
ｱ・ｲ

B(1)
ｱ・ｲ

B(1)
ｱ・ｲ

B(1)
ｱ・ｲ

B(1)
ｱ・ｲ

B(1)
ｱ・ｲ

B(1)
ｱ・ｲ

A(2)ｲ A(2)ｲ A(2)ｲ A(2)ｲ A(2)ｲ A(2)ｲ A(2)ｲ A(2)ｲ A(2)ｲ A(2)ｲ A(2)ｲ A(3)ｱ A(3)ｲ A(3)ｲ A(3)ｲ

学

習

内

容

生

活

や

社

会

を

支

え

る

技

術

（
材

料

と

加

工

）

生

活

や

社

会

を

育

て

る

生

物

育

成

の

技

術

（
栽

培

、
飼

育

、
水

産

）

生

活

や

社

会

を

支

え

る

エ

ネ

ル

ギ
ー

変

換

の

技

術

生

活

や

社

会

を

支

え

る

情

報

の

技

術

我

が

国

の

伝

統

的

な

技

術

・

技

術

の

最

適

化

社

会

を

支

え

る

材

料

と

加

工

の

技

術

身

の

回

り

の

問

題

発

見

・

解

決

策

の

構

想

身

の

回

り

の

問

題

発

見

・

解

決

策

の

構

想

構

想

を

練

ろ

う

構

想

を

練

ろ

う

構

想

を

図

に

表

そ

う

構

想

を

図

に

表

そ

う

構

想

を

図

に

表

そ

う

社

会

を

支

え

る

生

物

育

成

の

技

術

技

術

に

込

め

ら

れ

た

問

題

解

決

の

工

夫

生

物

育

成

の

技

術

に

よ

る

調

節

方

法

・

育

成

計

画

（
ス

プ

ラ

ウ

ト

）

生

物

育

成

の

技

術

に

よ

る

調

節

方

法

・

育

成

計

画

（
ス

プ

ラ

ウ

ト

）

生

物

育

成

の

技

術

に

よ

る

問

題

の

解

決

（
ス

プ

ラ

ウ

ト

）

生

物

育

成

の

技

術

に

よ

る

問

題

の

解

決

（
ス

プ

ラ

ウ

ト

）

生

物

育

成

の

技

術

概

念

の

理

解

・

改

良

と

応

用

設

計

を

具

現

化

し

て

み

よ

う

（
け

が

き

）

設

計

を

具

現

化

し

て

み

よ

う

（
切

断

）

設

計

を

具

現

化

し

て

み

よ

う

（
切

断

）

製

作

や

作

品

を

見

返

し

、

改

善

点

や

修

正

点

を

考

え

よ

う

設

計

を

具

現

化

し

て

み

よ

う

（
部

品

加

工

）

設

計

を

具

現

化

し

て

み

よ

う

（
部

品

加

工

）

設

計

を

具

現

化

し

て

み

よ

う

（
組

み

立

て

）

設

計

を

具

現

化

し

て

み

よ

う

（
組

み

立

て

）

製

作

や

作

品

を

見

返

し

、

改

善

点

や

修

正

点

を

考

え

よ

う

設

計

を

具

現

化

し

て

み

よ

う

（
塗

装

）

設

計

を

具

現

化

し

て

み

よ

う

（
塗

装

）

生

活

や

社

会

、
環

境

と

の

関

わ

り

を

踏

ま

え

た

技

術

の

概

念

の

理

解

取

り

組

ん

だ

材

料

と

加

工

の

技

術

と

多

様

な

視

点

で

み

る

評

価

よ

り

よ

い

生

活

や

持

続

可

能

な

社

会

の

構

築

よ

り

よ

い

生

活

や

持

続

可

能

な

社

会

の

構

築

関心態度 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

創意工夫 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

技能 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

知識 〇 〇 〇 〇 〇 〇

他

教

科

や

地

域

と

の

つ

な

が

り

社

会

科

・

理

科

社

会

科

・

理

科

社

会

科

・

美

術

科

家

庭

科

家

庭

科

理

科

理

科

理

科

理

科

理

科

社

会

科

社

会

科

社

会

科

2年

時数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

内容

指

導

項

目

C(1)
ア

C(1)
ア

C(1)
ア

C(1)
ア

C(1)
ア

C(1)
ア・イ

C(1)
ア・イ

C(1)
イ

C(2)
イ

C(2)
イ

C(2)
ア

C(2)
ア

C(2)
ア

C(2)
ア

C(2)
ア

C(3)
ア・イ

C(3)
ア・イ

D(1)
ア

D(1)
ア

D(3)
ア

D(3)
ア

D(1)
イ

D(3)
イ

D(3)
イ

D(4)
ア・イ

D(1)
ア

D(1)
ア

D(1)
ア

D(1)
ア

D(2)
イ

D(2)
イ

D(2)
イ

D(2)
ア

D(2)
ア

D(4)
ア

学

習

内

容

　

エ

ネ

ル

ギ
ー

が

変

換

さ

れ

る

仕

組

み

や

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

問

題

点

を

考

え

よ

う

　

も

し

私

た

ち

の

生

活

の

中

か

ら

　

　

電

気

が

な

く

な

っ
た

ら

ど

う

な

る

の

だ

ろ

う 　

身

近

な

製

品

の

工

夫

を

見

つ

け

よ

う

①

　

　

　
～

L

E

D

ラ

イ

ト

の

分

解
～

　

身

近

な

製

品

の

工

夫

を

見

つ

け

よ

う

②

　

　

　
～

バ

ス

の

降

車

ブ

ザ
ー

と

電

気

ポ

ッ
ト

～ 　

身

近

な

製

品

の

工

夫

を

見

つ

け

よ

う

③

　

　

　
～

ト

イ

レ

の

セ

ン

サ
ー

ラ

イ

ト
～

　

身

近

な

製

品

の

工

夫

を

見

つ

け

よ

う

④

　

　

　
～

場

所

や

条

件

に

あ

わ

せ

た

使

用

方

法

～ 　

セ

ン

サ

を

使

っ
た

ラ

イ

ト

づ

く

り

で

　

　

　

　

　

　

　

生

活

を

便

利

に

し

よ

う

①

　

セ

ン

サ

を

使

っ
た

ラ

イ

ト

づ

く

り

で

　

　

　

　

　

　

　

生

活

を

便

利

に

し

よ

う

②

　

セ

ン

サ

を

使

っ
た

ラ

イ

ト

づ

く

り

で

　

　

　

　

　

　

　

生

活

を

便

利

に

し

よ

う

③

　

セ

ン

サ

を

使

っ
た

ラ

イ

ト

づ

く

り

で

　

　

　

　

　

　

　

生

活

を

便

利

に

し

よ

う

④

　

セ

ン

サ

を

使

っ
た

ラ

イ

ト

づ

く

り

で

　

　

　

　

　

　

　

生

活

を

便

利

に

し

よ

う

⑤

　

セ

ン

サ

を

使

っ
た

ラ

イ

ト

づ

く

り

で

　

　

　

　

　

　

　

生

活

を

便

利

に

し

よ

う

⑥

　

セ

ン

サ

を

使

っ
た

ラ

イ

ト

づ

く

り

で

　

　

　

　

　

　

　

生

活

を

便

利

に

し

よ

う

⑦

　

持

続

可

能

な

社

会

の

構

築

の

た

め

に

　

　

エ

ネ

ル

ギ
ー

変

換

の

技

術

を

活

用

し

よ

う

① 　

持

続

可

能

な

社

会

の

構

築

の

た

め

に

　

　

エ

ネ

ル

ギ
ー

変

換

の

技

術

を

活

用

し

よ

う

②

情

報

技

術

の

発

達

と

生

活

の

変

化

安

全

な

交

通

社

会

に

な

る

た

め

の

自

動

運

転

技

術

を

考

え

よ

う

フ

ロ
ー

チ

ャ
ー

ト

を

考

え

よ

う

(

順

次

)

フ

ロ
ー

チ

ャ
ー

ト

を

考

え

よ

う

(

繰

り

返

し

・

分

岐

）

通

学

路

の

危

険

箇

所

を

考

え

、
ど

の

よ

う

な

解

決

方

法

が

あ

る

の

か

考

え

よ

う

解

決

方

法

を

フ

ロ
ー

チ

ャ
ー

ト

に

あ

ら

わ

そ

う

シ

ミ

ュ
レ
ー

シ

ョ
ン

し

、
フ

ロ
ー

チ

ャ
ー

ト

を

改

善

し

よ

う

よ

り

暮

ら

し

を

便

利

に

す

る

た

め

の

、
自

動

化

を

考

え

よ

う

情

報

技

術

の

発

達

と

生

活

の

変

化

情

報

技

術

の

発

達

と

生

活

の

変

化

安

心

・

安

全

に

情

報

機

器

を

使

お

う

安

心

・

安

全

に

情

報

機

器

を

使

お

う

学

校

生

活

を

よ

り

便

利

に

す

る

方

法

を

考

え

よ

う

（
Ｐ

Ｏ

Ｓ

を

使

っ
た

図

書

館

シ

ス

テ

ム

）

通

販

サ

イ

ト

の

工

夫

を

考

え

よ

う

ど

の

よ

う

に

お

勧

め

を

表

示

す

る

か

考

え

よ

う

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

制

作

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

制

作

図

書

館

司

書

の

先

生

に

評

価

し

て

も

ら

お

う

関心態度 〇 〇 〇 〇 〇 〇

創意工夫 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

技能 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

知識 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

他

教

科

や

地

域

と

の

つ

な

が

り

社
会
科

理
科

理
科

3年

時数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

内容

指

導

項

目

B(1)
ア

B(1)
ア

B(2)
イ

B(2)
イ

D(3)
イ

A(2)
イ

A(2)
ア

A(2)
ア

B(2)
ア

B(1)
イ

B(1)
イ

B(2)
ア

B(3)
ア

B(3)
ア

B(3)
ア

C(3)
ア

B(3)
イ

B(3)
イ

学

習

内

容

ベ

ビ
ー

リ
ー

フ

を

温

度

管

理

し

な

が

ら

生

育

さ

せ

よ

う

手

入

れ

の

仕

方

を

調

べ

よ

う

栽

培

計

画

を

立

て

よ

う

栽

培

計

画

を

立

て

よ

う

温

度

管

理

の

フ

ロ
ー

チ

ャ
ー

ト

を

考

え

よ

う

栽

培

B

o

x

を

組

み

立

て

よ

う

①

栽

培

B

o

x

を

組

み

立

て

よ

う

②

栽

培

B

o

x

を

組

み

立

て

よ

う

③

種

ま

き

を

し

よ

う

手

入

れ

　

生

産

者

情

報

を

ま

と

め

よ

う

手

入

れ

　

生

産

者

情

報

を

ま

と

め

よ

う

収

穫

し

よ

う

地

域

の

産

業

に

つ

い

て

（
観

光

を

意

識

し

た

農

業

）

地

域

の

産

業

に

つ

い

て

（
林

業

）

地

域

の

産

業

に

つ

い

て

（
牧

畜

）

地

域

の

産

業

に

つ

い

て

（
工

業

）

こ

れ

か

ら

の

西

箕

輪

の

発

展

を

考

え

よ

う

こ

れ

ま

で

の

学

習

を

振

り

返

り

、
こ

れ

か

ら

の

自

分

の

生

活

を

考

え

よ

う

関心態度 〇 〇

創意工夫 〇 〇 〇 〇 〇 〇

技能 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

知識 〇 〇 〇 〇 〇 〇

他

教

科

や

地

域

と

の

つ

な

が

り

社
会
科

年間

前期

　

電

気

が

私

た

ち

の

手

元

に

届

く

ま

で

に

　

　

　

　

　

ど

ん

な

工

夫

が

さ

れ

て

い

る

の

か

Ｄ 情報に関する技術Ｃ エネルギー変換に関する技術

A 材料と加工 A 材料と加工B 生物育成の技術

Ａ・Ｂ・Ｄ 複合題材
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